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data.	 In	Hachinohe	area,	geotechnical	 information	data	base	was	constructed	 in	
2009.	So	we	can	get	geotechnical	information	easily.	
　　In	this	study,	we	think	that	estimation	 liquefaction	risk	make	a	remarkable	
contribution	 to	prevent	 	 liquefaction.	We	estimate	 liquefaction	 risk	using	2507	
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Na ＜ 14 の時、上段式








































































































ことから，標準設計水平震度 khc0 は 0.4 を用い
る．また地域別補正係数 Cz は 1.0 であり，地






















































10 ～ 20 液状化は中程度，構造物によっては影響の出る可能性がある
























































　以上により，震度 5，震度 5.5，震度 6，震度 7，
の場合について液状化危険度の分布図を作成し
検討を行う．
　再計算した結果を図 8～図 11 として各震度
毎の液状化危険度の分布を示す．
　震度 5及び震度 5.5 においては液状化の可能
性を示す PL 値がほとんど 5以下であり，危険
度はかなり低い．これに対して震度 6ではこれ
以下の震度に比べて急激にPL 値が大きくなる．
多くの地点でで PL 値 20 以上の値となってお
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要　旨
　地盤の液状化現象の予測を行う上で，地盤情報が非常に有用である．八戸地域にお
いては 2009 年に地盤情報DBが構築され，これまでより比較的容易に地盤情報を入
手することが可能となってきた．本論文では，地盤の液状化危険度の予測が今後の液
状化対策等に役立つと考え，八戸地域地盤情報DBに収集されている 2507 本のボー
リングデータに対し液状化判定を実施し，地点毎にプロットすることにより八戸地域
の液状化リスクの空間的分布を把握する．併せて震度別による比較計算を行い検討し
た．その結果，空間的に概ね妥当な結果が得られたが，いくつかの課題が挙げられた．
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